
                               

2024 年ニチメン東京社友会賀詞交歓会・臨時総会・懇親会における会長挨拶 
 

会長 石原 啓資 

 

ただいま、ご紹介いただきました会長の石原でございます。 

本来なら、新年お会いした皆様方に「明けましておめでとうございます 

とご挨拶させていただくのが、自然の流れかと思いますが、本年は元旦 

に能登地方で大地震が起き多くの方々がお亡くなりになり、元旦翌日 

には羽田空港にて日航機と海保機が滑走路で衝突する惨事が起こり 

ました。今年一年、皆様と共に無事一年を過ごしたいとの思いを胸に 

新年会を迎えたいと思います。 

 

処で先週の世話人会にて世話人全員一致で、能登地方大地震被害者 

の皆様方に義援金を日本赤十字社に金 10 万円会として寄付したいと 

取決めいたしました。本件に関して会員の皆様方のご賛同をいただき 

実行したいと思います。ご賛成をいただける方には拍手で意思表示を 

お願いします。 

 

本日は 100 名を超える会員の皆様にご出席を賜り、お元気な会員の皆様と再会出来誠に嬉しい限りです。 

 

また、ご来客にて 12 時頃ご出席されるご予定の藤本社長様はじめ、ご多忙中にもかかわらず植村新社長様にもご出席を

賜り、心より御礼申し上げます。有難うございます。 

 

正直申し上げて、信じられないような出来事が毎日起こり世の中の動きについてゆけない心境です。納得できぬことに対

しテレビ相手に文句を垂れ、女房に「うるさい」と一喝され「ぶつぶつ」とトーンダウンし、WBC では大谷さんのホームランで

女房と共に大喜びをして他愛ないことで喜怒哀楽を体で感じる日々を送っています。老後は斯様な平凡な日々の過ごし方

で良いのかと問い質すすべも感じず毎日を送っています。70 歳代の過ごし方で 80 歳代が元気で幸せに過ごせるかが、決

まると指摘されるお医者様がいらっしゃいます。私事ですが、70歳代に入り腰痛が激しくなり、持病の脊柱管狭窄症に加え

ギックリ腰との診断を針灸医院で受け、二か月通院して大分良くなってきました。今度は耳の調子が悪く徒歩で行ける近く

の総合病院に行くと初診料（税込み）7,700 円を徴収され単なる老化との診断結果、とぼとぼと帰宅しました。年を重ねると、

足腰、耳、目と順番に不調をきたすと言われる如く、正しく目に不調をきたす羽目になり、眼科で診断していただいたら白

内障との診断結果となり今月末手術をすることになりました。現役時代、病院にお世話になったことが無く「高額の保険料

支払っても元が取れない」と不満垂らしていましたが、やっと保険の有難みを痛感している今日この頃です。70 年間体を労

わらず、仕事に酒に遊びに無理を重ねた結果が今になっていると思えば仕方なく納得せねばなりません。会員の皆様のよ

うに 80 歳代でも元気で幸せに過ごせるよう、70 歳代での過ごし方を少し考え直そうと思っています。 

 

ウクライナ問題も長期化余儀なくされ戦力の劣るウクライナの勝利が薄らいでいるように感じられます。ハマスの襲撃で始

まった中東戦争も泥沼化されています。人と人が殺し合うことだけは早く終わりにして欲しいと思い早期の停戦協議を期待

しています。 

 

日本の政治に目を向けると、本年は安倍派のパーティー券「裏金」問題で、与党・自民党内部は荒れそうです。1976 年ロッ

 



キード事件、1988 年リクルート事件共に「辰年」に発生しました。昭和の匂いがする政治から、新時代の政治に代わること

を期待したいと思います。 

 

経済面に目を向けると、日銀のゼロ金利政策の転換が近々なされると思います。心地よいインフレになれば金利も歓迎さ

れ経済の好循環が生まれるのではと考えますが、政府頼りではなく、経済界の自助努力による新しい産業の勃興が促さ

れているのではと思います。 

 

双日株式会社は本年 4月から新社長様を迎え、新しい展開が期待されることと信じています。常に成長を続けて行かねば

ならぬ宿命ですが、果敢に挑戦を続けていただき一回り大きい双日の姿を見せていただければ嬉しい限りです。 

 

2006 年 7 月 13 日如水会館にて設立総会を開催し産声をあげ、長年皆様方にご協力を賜り運営を継続して参りましたが、

後ほどの臨時総会にてニチメン東京社友会の新生双日社友会への統合案を諮らせていただきたいと考えております。 

是非皆様方のご賛同を賜りたくお願い申し上げます。 

 

最後になりますが、会員皆様方のご健康をお祈りし私のご挨拶とさせていただきます。 

 

ご清聴ありがとうございます。 


